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平成 21 年 7 月 
各  位 

 

平成２０年度 地域密着型金融の取組み状況について 

  平成２０年度の取組み状況について、｢基本方針｣及び「取組み状況」並びに「主要計数」を下記のとおり開示いたします。 

「基本方針」 

１．当金庫は、健全経営に徹し、経営力強化（収益力、経営管理、リスク管理、法令等遵守）に努めるとともに、経営内容の積極的な開示に努めます。 

２．当金庫は、地域の様々な分野においてお客様と長期的な信頼関係を構築し、共存共栄を目指します。 

３．当金庫は、お客様のご意見やご要望を真摯に受け止め、お客様の保護と利便性向上に努めます。 

４．当金庫は、事業主の皆様に対し外部機関・信金中央金庫等とも連携し、創業～事業再生まで支援するとともに、中小企業金融の円滑化に努めます。 

５．当金庫は、地域のお客様からお預りした預金は、地域のお客様に出来る限り融資し、余裕資金（預金と融資の差額）は安全な運用を基本とします。 

６．当金庫は、地域の様々な情報を有効に活用し、地域経済に貢献します。 

７．当金庫は、地域のお客様のことをよく理解し、行動できる人材育成に努めます。 

「取組み状況」 

大項目 小項目 タイトル 取組み内容等 

創業・新事業支援態勢 ・平成 20 年度優良店舗表彰項目に地域密着型金融への取組みに係る融資制 

度（創業・新事業）を設け、全店で取組む態勢としました。 

・鹿沼商工会議所と連携した、｢鹿沼ビジネスチャレンジ事業」に取組み、 

地域の優れた中小企業の育成に努めています。 

・独自商品である創業、新事業支援資金の新商品「創世起」（平成 20 年４月

１日販売開始）を販売し創業・新事業を目指す経営者の発掘に努めていま

す。 

１．ライフサイクルに応じた

取引先企業の支援強化 

創業・新事業支援 

産学との連携 ・「かぬましんきん経済セミナー」を開催しました。（21 年 3 月 6 日） 
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＊参加者：事業者 91 名、宇都宮大学関連 1 名、商工会議所 1 名、信金

中金３名、当金庫 19 名、合計 115 名 

＊内容 

第 1部：講演会「勝ち残る元気な経営者をめざして」 

第 2部：交流会 

  ＊アンケート実施：当金庫に求めるサービス 

   結果：①経済セミナー ②産学連携・異業種交流会 ③ビジネスマッ

チング商談会 ④販売先の紹介 ⑤経営改善・革新への提案 

その他 

・産学連携による相談件数は、平成 19 年度 8件、平成 20 年度 8件となって

います。 

・地域金融機関として、取引先及び未取引先で独自技術の開発や製品の販売 

等に苦慮している先に、大学及び研究機関を紹介するコーディネータ－的

な役割を目指します。 

経営改善支援 ビジネスマッチングへの

取組み 

・営業店間の情報交換等により、6件のビジネスマッチングが進展しました。 

・今後も仲介者の役割を果たしてまいります。 

担保・保証に過度

に依存しない融資

の推進等 

新しい融資手法の検討及

び取組み 

・スコアリング手法を活用した融資（スーパーセーフティ・絆・リレーショ

ン・力 等）に継続して取組み、中小企業融資の円滑化に取組みました。 

 

２．中小企業に適した資金供

給手法の徹底 

｢目利き機能｣の発

揮に向けた取組み 

内外研修による目利き力

向上 

・事業計画に職員のレベルアップを掲げ取組みました。 

・内部研修（階層別・職能別）、外部派遣研修（全国信用金庫協会・関東信

用金庫協会・栃木県信用金庫協会）を実施しました。 

・選抜者を長期研修（３～６か月間）に派遣し人材育成に努めています。 

派遣先 研修内容 期間 人数 

信金中央金庫総合研究所 中小企業研究 3 か月 １名 

信金中央金庫 市場業務 3 か月 １名 
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信金共同事務センター 金庫支援相談 6 か月 １名 

損害保険会社 保険商品 3 か月 １名 
 

法務、財務、税務等の外部

専門家との連携 

・栃木県中小企業診断士協会から中小企業診断士 2名を招き、「経営相談会」

を開催しました。経営改善取組先８社が、直接経営指導を受講しました。

（21 年 2 月 18 日） 

・信金中央金庫から中小企業診断士 2名を招き、職員向けに｢中小企業経営

改善実務研修｣（テーマ：SWOT 分析と土木建設業の特質）を実施しました。

（21 年 7 月） 

地域全体の活性

化、持続的な成長

を視野に入れた、

同時的・一体的な

｢面｣的再生への取

組み 

多重債務者問題への取組

み 

・「かぬましんきんローンクリニック」（土曜日の受付可）を平成 19 年 12

月に開設しましたが、平成 20 年度は 4件の相談が寄せられました。その

うち、2 件を栃木県司法書士会鹿沼支部へ、2 件は宇都宮市の｢法テラス｣

へ案内しました。 

・多重債務者問題への取組みは、成果を数字で評価する分野ではなく、真摯

な対応が必要と考えています。 

３．持続可能な地域経済への

貢献 

地域の活性化につ

ながる多様なサー

ビスの提供 

地域を担う若い世代や高

齢者への金融知識の普及 

・若い世代への金融知識普及のために、鹿沼市内の小学校に｢出前研修｣を実

施しました。（平成 20 年 5 月 22 日） 

・鹿沼市、日光市、西方町に小学校向けの金融教材 DVD（計 58 枚）を寄贈

しました。（21 年２～3月） 

・当地区の学校（小学校、中学校、高校）から職場体験、インターシップ等

を受け入れました。（3校、延 5 人） 

・高齢者（年金受給者）向け定期情報誌（年 2 回発刊・13 千部）内に、振

り込め詐欺注意喚起記事を掲載し啓蒙に努めました。 

 

４．経営力強化 個人・小規模事業者の資金ニーズに対するきめ

細やかな対応 

・取引深度で金利を優遇する「かぬましんきん新特割住宅ローン」を販売し

ました。（20 年 6 月～21 年 3 月） 

・環境対応型ローン「カーライフプランＥＣＯ」を販売しました。（20 年 10
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月～） 

・ふるさと環境対応定期預金「ＥＣＯエコとちぎ」を販売しました（21 年 2

月～） 

総代以外の会員からの意見の反映 ・平成 19 年度事業報告書に、当金庫の業務に対する「ご意見・ご要望」ア

ンケートを同封し、会員の意見を経営に反映することとしました。その結

果 3件の回答がありましたが、ご希望に添えませんでした。 

信用リスク管理態勢の充実 ・問題債権を早期に把握する態勢の整備に努めています。 

・大口与信先の個別管理態勢に努めています。 

・リスク特性が相似した対象先への与信管理態勢の整備に努めています。 

・各店の取引先（各 50 社）のこまめな与信管理に努めています。 

・与信先の経営実態を勘案した与信管理に努めています。 

・取引先の真の再生に取組む態勢整備に努めています。 

市場リスク管理態勢の充実 ・有価証券の価格変動等への対応に努めています。 

・有価証券の限度枠・リスク特性の把握に努めています。 

・市場リスクの監査態勢に努めています。 

・有価証券運用状況の把握と信金中央金庫の活用に努めています。 

法令等遵守の徹底 ・コンプライアンス・プログラムの充実に努めています。 

・コンプライアンス研修の実施、コンプライアンス担当者による意見交換会

を実施しています。 

・全部店の法令等遵守状況を点検しています。 

・自店監査、監査部監査による検証を行っています。 

・理事会等への定期的な報告を行っています。 
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「主要計数」 

項目 実績 

経営改善支援取組み率 15.4％ 【経営改善支援取組み先数 46（正常先を除く）/期初債務者数 299（正常先を除く）】 

再生計画策定率 100.0％ 【再生計画策定先数 46（正常先を除く）/経営改善支援取組み先数 46（正常先を除く）】 

ランクアップ率 13.0％ 【ランクアップ先数 6（正常先を除く）/経営改善支援取組み先数 46（正常先を除く）】 

創業・新事業支援融資実績 

 

 
資金名 件数 金額（百万円） 

創業支援資金 17 165

新事業支援資金 3 318

合計 20 483
 

個人保証・不動産担保に過度に依存し

ない融資の取組み実績 

＊流動資産担保融資保証制度     2 件 0 百万円  

＊財務制限条項活用融資       4 件 149 百万円 

＊スコアリング手法を活用した融資 

商品名 件数 金額（百万円） 

「スーパーセーフティー」 21 430

「絆」 218 1,980

「リレーション」 89 625

「力」 29 65

「ビジネスサポート」 8 75

「無担保当貸 5000」（極度

額） 

49 1,170

スクラム 2000 18 275

以上 

 


